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【課題の概要】 
本研究では、J-PARC で発⽣可能な低速ミュオンを⽤いて、

ミュオニウムの超微細構造並びにミュオンの磁気モーメント
と質量をこれまでより 1 桁以上⾼い精度で測定すること、及
び新しい⼿法である外部電磁場によりミュオンを閉じ込める
ペニングトラップを⽤い、ミュオンの異常磁気能率を測定し、
素粒⼦の標準模型を越える物理を探索することを目的として
いる。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
J-PARC の独⾃性を活かす優れた計画であり、目標とする 1

桁以上高い精度での超微細構造、ミュオン質量、磁気モーメ
ント比の決定が達成され、現在の素粒子の標準模型を越える
物理の探求に重要な手がかりを与えることが期待される。 

 


